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Ⅰ 概 要 (Introduction)
丑 吸湿の機構 (Mechanism ofAdsor壬)tion)




















































































試 片 湿気密度 (ど/cm3)
春 材 部 0.107



































秋 材 仮 導 管 諸 色 質 密














甥 膜 淡 赤 色 (密質) 諾 (f'.,LJ;tl‡譜 e)



























(P)は夙に KATZが与えて居 り,更に W.W.BARKASは15-20%以上の高含湿率範囲に於て
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a) 毛 管 凝 縮 水

































T : 試 験 管
S : 石英バネ秤 り
W : 試 片




B2: 恒 温 槽
T : 7･ラ ッ プ
D : 油拡散ポンプ
A : 吸 ､放 堵
R _･ 廻転顛劉 言ジブ
山田･梶田:木材の吸湿 (第1報)
実験経過
試料 : ぴ の き
繊維方向 8mm,切紙方向 2mm,半径方向 70mm
測定 ; 顛茎系を働かせて,ガイスラ←管暗黒の状態下に武井を基乾状態となし,後･Hより
水蒸気をTに送 り,石英バネ秤 りの伸びより吸湿量を,叉,試片の径方向の伸を直接


















































































L,_ V CX 1-(n+1)Ⅹn+nxn+I




C,vm を定めるには n-∞ としたときの次式
Ⅹ 1 C-1






より,再 二重 vs･Xを図に措き,直線となったならば,そのintercept及 tangentの倍より
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木 材 研 究 第9号 (昭27)
即ち,Xが 0.70と 0.80との間に (忍 )†-0ならしめる点がある.故に,βvs.xの curVe
に極大点が存在する.此れは致命的な欠点であり,上例はそのま1Sitkaspruceにみられる.
従来の諸理論は何れも既存の内部表面に多分子層吸着をなす横型の丁に誘導され,吸 着分 子 の
interactionや,表面と吸着分子問のエネルギー状態に関する種々の僕件に従って夫々結果を異に
してV､るのである.





子が此面に吸着されて面積 Slを占め,S-Sl-S｡を裸面として残す.Slを占めた H20 は吸着さ












































此れは Hittigtheoryと同一の結果になる.鼓に注意すべきは n盾迄の:,f街を考える式 (21)
に･facternが全然人らてこないことで,此の点は後に明らかとなるが,此の式が極めて,特殊
(6) (28)























木 材 研 究 鏡9号 (昭が)
♂-
故に cxn
1-冗 c∑Xn cx 1--Xn
cx十1-Ⅹ= 1十 (C-1)Ⅹ≡1-x●1+(C-1)Ⅹ (23)
1-x
(～_9)
























s n - Ⅹsn-1-CX rLso




















敬,叉,直線の勾配として ⊥ が与えられる. ゝ
V仇








[(ト Ⅹ竿 )十Cx2｡ト XT )]
n-I
故に n≧1ならば常に (譜 T >0とな り･B･p･T･式の竺 竺 修正し′ている･叉,第8

















































αT EαT/αR E ER I ET
































AT2 l 15.5 ■8.3 0.43
AT古 19.0 7.3 0.47
AT4 19.3 9.3 .0.43
ATS 8.0 0.44
BRl 19.6 6.5 0.80 0.39
BR2 19.3 7.2 0.77
BR3 19.3 9.0 0.78
BfI4 .19.0 9.0 0.85
BRS 20.0 9.4 0.80
BRb 18.7 9.0 0.84
7ーr 89 509 1
BT2 19.4 8.0 0.39
BT3 -19.7 8.0 0.47
BT4- 19.6 - 0.44
BT5 - - 0.43
BTO 19.4 7.0 0.42
平 均 0.81 0.42 1.93
CRl 18.3 ■7.1 b.76 0.36
CR2 19.0 7.1 0.80
CR3 19.0ー 7.1 0.77 .+
` 4 29 ー 0 5
CRSTl 7.580 0.84f
CT2 21.0 7.5 ･0.34
CT畠 21.0 8.5 0.36
CT4 19.3 8.5 0.40
CTS 19.3 8.5 0.39
CT6 18.6 7.5 . 0.36
平 均 . 19.2 0.78 0.37 2.10
｡(従って荷重の加わる方向)が径方向及び切線方向である∪とを示す.
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